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１．専門職養成の動向①

�大きな転換期にあるわが国の専門職養成

①制度面：

• 専門職大学院• 専門職大学院

• 既存の養成プログラムの改編・改革

• 認証評価

↓

養成プログラムの長期化・計画化・評価
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１．専門職養成の動向②

②教育内容面
• 理論と実践を架橋する米国型プログラムの提供

• モデル・コア・カリキュラム

OSCE（客観的臨床能力試験）、ＣＢＴ• OSCE（客観的臨床能力試験）、ＣＢＴ

• 「教職実践演習」

• 分野別質保証

↓

現場での専門的業務にレリバントで標準化された
教育内容・方法およびその評価を課す動き



１．専門職養成の動向③

�方向性

①養成プログラムの「長期化」

②カリキュラムの専門的市場との「レリバンス化・評価・
標準化」標準化」

③専門職の量や質に関わる「計画化・管理化」

④国内外における「流動化」



１．専門職養成の動向④

�背景

①「専門職コンピテンシー」養成プログラムの要求・要
請とその評価

②市場のニーズの把握と計画的な供給の必要性②市場のニーズの把握と計画的な供給の必要性

③専門職養成を取り巻く様々なアクター（ステークホル
ダー）の関与・介入

④アクターの多様な意図と恣意の複層性



２．専門職とは①

�４つの要件

専門職論の嚆矢（Carr-Saunders & Wilson（1933） ）

①長期の訓練によって獲得された専門的技術の存在、②特別
の責任感情と倫理綱領の存在、③結社の形成、④給与形態
をとる固定報酬制の採用要件

↓↓

�「専門職化」

①当該職業の全日制化の程度、②フォーマルな長期間の養成
プログラム、③全国的なアソシエーション（団体）、④法的な免
許・資格制度、⑤倫理綱領などの有無

↓

�「自律性」（Freidson 1970=1992 、進藤1990）
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２．専門職とは②

�既存の専門職概念Professionalismの揺らぎ

①モデルへの批判

アングロ・アメリカン的な経験則に偏向との批判→国家との協同・共謀を旨
とする大陸モデル（Jarausch（1983=2000）, Collins 1990, McClelland
（1991=1993））

②脱専門職化（De-professionalaization）と下層降下
(Proletarianization)の趨勢（Haffetry and Mackinlay 1993）

③新しいモデル

知的職業人としての専門職の共通項に注目した緩い定義

（Abbott 1986, 1988）
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２．専門職とは③

↓

�広義の定義付けが有用

Ben=David （1977=1982）

「高度に専門化した分野を基盤とする職業に限定するよりも、は「高度に専門化した分野を基盤とする職業に限定するよりも、は
るかに幅広」な視野にたち、「その職への就職が高等教育機関
からの卒業証書を有する者に限られている職業のすべてを指
す」

↓

�養成プログラムとしての「高等教育（機関）」に着目
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３．専門職養成と高等教育①

�「高等教育」レベルにおける専門職養成プログラムの
存否と特徴

・「高等教育」レベルの養成プログラムを有しているか否か

・プログラムの持つ特徴による専門職化の度合い

↓

�現代的な指標

①専門（職）教育プログラムの「期間の長さ」

②専門（職）教育プログラムの市場参入時の「要件の度合い 」
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３．専門職養成と高等教育②

臨床心理士 医師
薬剤師 法曹

看護師

要件度要件度要件度要件度

合：強合：強合：強合：強
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管理栄養士
中・短期中・短期中・短期中・短期 長期長期長期長期

社会福祉士 技師
介護福祉士

要件度要件度要件度要件度

合：弱合：弱合：弱合：弱



３．専門職養成と高等教育③

�教育プログラムの期間が長く、かつそのプログラムの
市場参入に対する要件が強いほど、専門職化が進展

第１象限：成熟した専門職のプロトタイプ

ex. 医師、法曹

第３象限：専門職化の途上

ex.社会福祉士・介護福祉士
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３．専門職養成と高等教育④

�現状の再検討

・養成期間の長期化

・参入要件の強化、閉鎖化、非弾力化、計画化

↓↓

�様々な職種が第１象限にシフト

↓

�その動向の正否

・顧客、養成プログラムの内容、コスト、ニーズ・・
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４．「量」と「質」のコントロール①

第１象限の専門職養成は常に成功してきた（いる）か？

↓

�常に問われてきた（いる）もの�常に問われてきた（いる）もの

・「量（数）」と「質」およびそのバランス

＝「適正」な供給量と品質
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４． 「量」と「質」のコントロール②

�「量」と「質」のトレードオフ関係

・予定調和的にバランスがとられるのではない

↓

�いかなるアクターがどのような戦略・ロジックによって
イニシアティブをとるのか

↓

�養成プロセスの各段階での力学
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５．養成プロセスと政策領域①

�現代専門職養成の一連のプロセス（３段階）

①高等教育：入学選抜→専門準備教育→専門教育→実習→
卒業試験

②資格試験：国家試験等などによる評価・選抜・認定）②資格試験：国家試験等などによる評価・選抜・認定）

③研修制度：現場・施設での採用・研修・より高次の資格取
得・生涯学習

↓

�各々の段階で、「量」と「質」のコントロール
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５．養成プロセスと政策領域②

�高等教育機関における「量」と「質」のコントロール
①「量（数）」
入学（＝入口）と卒業（＝出口）でコントロール
↓

わが国では、出口管理は現実的に機能せず
＝実質的には入口コントロールがメイン＝実質的には入口コントロールがメイン

②「質」

３つの手段：旧来的な事前評価（①設置基準、②設置認可）と事
後評価（③ 2004年度から実施：認証評価）
↓

専門教育のカリキュラム編成（教育内容、教育方法、評価方法）
に焦点化
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５．養成プロセスと政策領域③

�資格試験でのコントロール

◆国家試験

・合格者数－新規参入者を管理

・試験問題内容－必要とされる知識・スキルの設定

�専門職市場での研修・修習システム、各キャリア段
階でのコントロール

◆より高次の認定資格

◆人員配置計画 など
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５．養成プロセスと政策領域④

�専門職養成の
質と量をめぐる
政策領域

労働政策領域労働政策領域労働政策領域労働政策領域 教育政策領域教育政策領域教育政策領域教育政策領域

試験内容による

誘導、各段階で

カリキュラム（教

育内容、教育方

人材供給・配分政策人材供給・配分政策人材供給・配分政策人材供給・配分政策 高等教育政策高等教育政策高等教育政策高等教育政策
質質質質

①「量―質」

②「高等教育―資
格試験・研修」
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量量量量

国試・研修国試・研修国試・研修国試・研修

専門職養成の領域専門職養成の領域専門職養成の領域専門職養成の領域

合格者数によ

る参入数管

理・配置計画

誘導、各段階で

の研修・修習

育内容、教育方

法、評価方法）

入学者・卒業

者等の定員

管理

高等教育高等教育高等教育高等教育



６．養成レジームの構造①

�専門職養成の領域

・教育と労働という政策アリーナの交差する領域

↓

・「高等教育政策」と「人材供給・配分政策」の双方に包摂・「高等教育政策」と「人材供給・配分政策」の双方に包摂

↓

�様々なアクターが関与・介入

・誰がどのようなロジックでコントロールするのか
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６．養成レジームの構造②

�多種多様なアクター→３つのセクターに大別

①国家（政府）セクター

②高等教育セクター

③市場セクター

↓↓

�上記３つのセクターから構成される３角形

＝専門職養成の「レジーム」

・専門職養成にかかわるアクター群の政治権力的な体制
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６．養成レジームの構造③

�３角形から４角形へ：「市場セクター」の内訳

国家（政府） 専門職団体

高等教育
セクター

現場・施設



７．市場における参入アクター①

�専門職団体の役割

・養成レジームの牽引役

①フランス型＝国家主導

②イギリス型＝専門職団体主導②イギリス型＝専門職団体主導

③合衆国型＝プロフェッショナル・スクール（大学）

がイニシアティブ（（（（Siegrist, H., 1994））））

↓

�日本では「専門学会」や「中間団体」も同じ機能か
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７．市場における参入アクター②
�「現場・施設」

・市場主義的・消費主義的な趨勢

→専門職コンピテンシーに対する顧客・クライアントのニーズ
の多様化、コスト面・効果面などでの改善要求の高まり

・現代の（日本の）専門職の基本的な形態

病院、ファーム、各種施設、大学、学校などの「施設＝箱物」勤
務（「箱物専門職」）

↓

新規参入の際の施設側の意図・思惑

＝「現場・施設」の様々なアクターとロジックが専門職の「量」
「質」双方を左右
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おわりに

�専門職養成の現代的課題

・高等教育機関における養成プログラムの意義

①「学」の体系性とカリキュラム

②修了証と市場参入要件

・「量」と「質」コントロールのアクターとロジック

①他の隣接職種

②専門職化プロジェクトのモデル

・「現場・施設」の重要性

①学会

②箱物専門職
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